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26･ アオムシコマユバチの寄主体内に放ける密度とそれか ら羽化 した成虫の大きさと生存
日数 松沢究 ･岡本男俊 (馴 Ⅰ大学 毘学部 応用昆虫学研究宝)3･11･21受理
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Fig.2. Re一ation oftIle larvaldensity of
parasitetothedurationofadu一tstageemerged
from thehost. ● :Longevityoftheadult
maleemerged from eachLhost. 0:Mean



























































.2) 松沢蒐 :香川員大学術報告 7,60_(1955).
3)･一 :応用動物学難詰 -20,129-(1955)こ､
4) - ･野崎伸夫 :昆虫 24,192(1956).
5)I- ･岡本秀俊 ･宮木裕三 :昭和31年度日本見学
大会応用動物学会日本応用昆虫学会合同分科会講
萌要旨災 ('1956).
6) チ /-て ･野崎伸夫 ‥応動雑 21,199:(1956)･
7) - ･二二一･宮本裕三 : 応用昆虫 12,211
(1956).I



















ricein JapatlWiLh Description of8New Species･･Tada'shiTANAtC^ (Laborat,oryof
Entomology,Facu一tyofAgrhlture,UtsunomiiaUniversity･Utsunomiya)･ReceivedNovl22, ∴
1956.BoEyu-Kagaku,22,168二176,1957,(withEnglish-resume175).
･.27･ 日本に放ける陸稲根アプラムシの種類とその分れ 田中正 (宇都宮大学 n学部 応用昆虫 ･
学教室)31.ll.T22受理
＼
謹 ん_で 森 川 忠 舌 先且 の 舌 稀 を 祝 賀 し奉 る.
r陸fEiの掛 こ寄生するアプラムシは3球知られていたが, その形態については一般に理解きれずその
差R･も明らかでなかった.こ にゝ更に1新種を記載するとともに,.既知の3位の形態分布などにつ
いて明らかにした.
僅稲の根に寄生するアブtラムシの柾矧こついては日 ることを明らかにした.その後多くの人々によって多
本で初めて発表し7このは佐々木14'で,●当時跡こ3掛 ､ 教の同軽宍名と和名が用いられ種名は混沌としていた
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